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「
ケ
ー
ジ
と
シ
ェ
ー
ン
ベ
ル
ク
」

解
説

　
　

樋
　
口
　
隆
　
一
（
本
学
文
学
部
教
授
）

　

二
〇
一
二
年
は
作
曲
家
ジ
ョ
ン
・
ケ
ー
ジ
（
一
九
一
二
〜
九
二
）
の
生

誕
百
年
に
あ
た
る
。「
偶
然
性
の
音
楽
」の
創
始
者
と
し
て
知
ら
れ
る
ケ
ー

ジ
は
、
二
十
世
紀
後
半
の
前
衛
音
楽
の
み
な
ら
ず
、
舞
踏
や
美
術
な
ど
現

代
の
芸
術
活
動
全
般
に
決
定
的
な
影
響
を
与
え
た
。
キ
ノ
コ
の
研
究
家
と

し
て
も
知
ら
れ
た
。

　

一
九
八
九
年
に
は
日
本
の
稲
森
財
団
か
ら
「
京
都
賞
」
を
受
賞
し
て
い

る
。
筆
者
は
推
薦
委
員
の
ひ
と
り
と
し
て
祝
賀
デ
ィ
ナ
ー
に
出
席
し
た
が
、

わ
れ
わ
れ
日
本
人
の
ほ
と
ん
ど
が
洋
服
を
着
て
フ
ラ
ン
ス
料
理
を
食
べ
て

い
た
の
に
、
ケ
ー
ジ
だ
け
は
羽
織
袴
で
日
本
料
理
を
食
べ
て
い
た
こ
と
を

思
い
出
す
。
そ
ん
な
意
外
な
行
動
に
よ
っ
て
、
や
ん
わ
り
と
現
代
の
文
化

的
問
題
を
提
示
し
た
の
は
さ
す
が
ケ
ー
ジ
で
あ
る
。

　

そ
ん
な
ケ
ー
ジ
が
若
き
日
に
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
ユ
ダ
ヤ
系
作
曲
家
で

十
二
音
音
楽
の
創
始
者
と
し
て
知
ら
れ
る
ア
ー
ノ
ル
ト
（
ア
ル
ノ
ル
ト
）・

シ
ェ
ー
ン
ベ
ル
ク
（
一
八
七
二
〜
一
九
五
一
）
に
作
曲
を
師
事
し
て
い
た

と
い
う
の
は
意
外
な
事
実
で
あ
る
。
シ
ェ
ー
ン
ベ
ル
ク
は
ナ
チ
ス
の
迫
害

か
ら
逃
れ
、
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
に
亡
命
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

　

明
治
学
院
大
学
芸
術
学
科
・
言
語
文
化
研
究
所
は
ジ
ョ
ン
・
ケ
ー
ジ
生

誕
百
年
に
ち
な
み
、
二
〇
一
二
年
五
月
十
九
日
（
土
）
午
後
二
時
〜
五
時
、

ア
ー
ト
ホ
ー
ル
に
お
い
て
、
ノ
ー
ス
・
キ
ャ
ロ
ラ
イ
ナ
大
学
特
別
教
授
セ

ヴ
リ
ン
・
ネ
フ
女
史
を
講
師
に
招
き
、
講
演
会
「
ケ
ー
ジ
の
対
位
法
／

シ
ェ
ー
ン
ベ
ル
ク
の
対
位
法
」
を
開
催
し
た
。
こ
の
講
演
は
日
本
音
楽
学

会
東
日
本
支
部
特
別
例
会
を
兼
ね
、
日
本
ア
ル
バ
ン
・
ベ
ル
ク
協
会
の
共

催
も
得
た
た
め
、
多
数
の
来
場
が
あ
っ
た
。

　

ネ
フ
教
授
の
講
演
の
後
、
休
憩
を
挟
ん
で
パ
ネ
ル
・
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ

ン
「
シ
ェ
ー
ン
ベ
ル
ク
と
ア
メ
リ
カ
」
が
行
わ
れ
た
。
パ
ネ
リ
ス
ト
は
ネ

フ
教
授
を
中
心
に
、
夫
君
で
も
あ
る
作
曲
家
の
ジ
ョ
エ
ル
・
フ
ェ
イ
ギ
ン
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（
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
大
学
教
授
）、
佐
野
光
司
（
桐
朋
学
園
大
学
名
誉
教
授
）、

石
田
一
志
（
音
楽
評
論
家
）、
沼
野
雄
司
（
桐
朋
学
園
大
学
准
教
授
）、
川

本
聡
胤
（
フ
ェ
リ
ス
女
学
院
大
学
准
教
授
）
の
各
氏
。
司
会
は
樋
口
隆
一

（
本
学
教
授
）、
通
訳
は
ネ
フ
教
授
の
教
え
子
で
も
あ
る
川
本
聡
胤
氏
が
つ

と
め
た
。
本
特
集
は
、
ネ
フ
教
授
の
講
演
原
稿
を
中
心
に
、
パ
ネ
リ
ス
ト

各
氏
の
報
告
を
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。


